
地方創生推進交付金　平成28年度事業評価表

■基本目標４-Ⅳ-①
・
市報への折り込みなど健康マイレージの普及を図るため事業等を実施した。

・ がん検診等推進事業【保健センター】

・ 健康なまちづくり事業【保健センター】

・ 感染症予防事業【保健センター】

・ 社会体育振興事業【スポーツ課】

・ 半田運動公園管理運営事業【スポーツ課】

・ 生涯学習推進事業【生涯学習課】

・ 任坊山公園整備事業【都市計画課】
任坊山公園にウォーキング遊歩道等を整備するための測量調査を行った。

交付金対象事業の当初値と実績値等

№

有識者による効果検証

①地方版総合戦略のKPI達成に有効であった

②地方版総合戦略のKPI達成に有効とは言えない

事業費
（交付決定額）

　50,519,955円（24,944,000円）　　※交付率1/2、事業費には交付金対象以外も含む

交付対象事業

27年度
当初値

10,700人

36店舗

選択肢
（２択）

3,764人
（4,698人）

5,198人

17店舗

8,707人

4,448人

8店舗

10,696人

健康づくり推進事業【保健センター】

≪メタボからの脱却をめざせ！「健康」で地域をつなぎ、みんなで支えるまちづくり事業≫

（総合戦略　基本目標４）

（11店舗）

事業概要

本市は、特にメタボ対等者率が県下でワースト１の水準である等、市民の健康意識の増進が課題となっ
ている。本事業は、「健康づくり」をカラダを動かす健康づくりだけでなく、文化活動を通じた生きがいづく
りも含めたものとし、幅広くパッケージ化することで、価値観やライフスタイルに合わせた健康づくりを推
進する。また、医師会との協力による独自の健康診断や予防検診の実施、ウォーキング遊歩道の整備な
どの健康づくりの環境整備等を行う。

総合型地域スポーツクラブ等に事業を委託し、「親子のスポーツ教室」など各種スポーツ教室や、
「はんだスポーツの日」に実施するイベントを開催した。

高いレベルのスポーツ団体等の合宿誘致等に向け、健康づくり拠点施設である半田運動公園陸
上競技場の備品を整備した。

保険者による検診が義務化されていない15歳から39歳の若年者に対するメタボ予防も踏まえた健
康診断とハイリスク者への個別フォロー（指導）を実施した。

歯科検診やがん検診の受診推進を図るため、市独自で実施する画像診断を含むセットがん検診
や、国が推奨する40歳・50歳・60歳・70歳に加え、45歳・55歳65歳の歯科検診を実施した。

まち歩きの視点も含めたウォーキングコースのコンテストを行うとともに、ウォーキングイベントを実施
した。

生涯学習講座等による生きがいづくり事業を推進するため、市民団体等に委託し、事業を実施し
た。

指　標
28年度

実績値（目標値）
30年度
目標値

（9,936人）
①

総合型地域スポーツクラブ会員数（小中学生会員を除く）

はんだ醸すごはんを年間通して提供できる店舗数

４０～７４歳のメタボ該当者の数

③

②

外部組織による本事業の評価 ①


